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子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
は
、
い
じ

め
問
題
へ
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関

心
が
高
ま
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
い
じ
め
等
で
悩
む
こ
と

な
く
、
夢
に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
取
組
の
一
つ
と
し
て
、「
子
ど
も
の
人

権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
と
い
う
名
称
の

返
信
用
封
筒
と
便
せ
ん
が
一
体
化
し
た
も

の
を
全
国
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

配
っ
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
悩
み
や
助

け
を
求
め
る
声
に
対
し
、
学
校
や
関
係
機

関
と
一
緒
に
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
の
解
決
に
当
た
り
ま
す
。
出
雲
市
内
の

小
・
中
学
校
で
も
、
各
学
校
を
通
じ
て
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
配
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
ミ
ニ
レ
タ
ー
は
、
悩
み
を
声
に
出
せ
な

い
子
ど
も
た
ち
を
、「
一
人
で
も
救
え
れ

ば
」
と
い
う
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
が
、
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
レ
タ
ー
が
届

い
て
い
ま
す
。

　
送
ら
れ
て
き
た
ミ
ニ
レ
タ
ー
に
対
し
て

は
、
子
ど
も
の
希
望
に
沿
っ
て
手
紙
や
電

話
な
ど
で
返
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
法
務
局
で
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
に

よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
出
雲
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
問

題
行
動
等
、
子
ど
も
や
若
者
、
そ
の
家

族
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談

窓
口
で
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
だ
け
で
な
く

三
十
歳
代
ま
で
の
若
者
や
、
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
取
組

と
し
て
街
頭
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

専
任
少
年
委
員
の
活
動

　
市
で
は
、
子
ど
も
若
者
の
見
守
り
や

街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
た
め
、
専
任

少
年
委
員
と
し
て
、
３
名
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
市
内
の
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
公
園
、

駅
な
ど
巡
回
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

の
た
め
の
声
か
け
や
見
守
り
活
動
を
行

い
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
毎
月
一
回
、
早
朝
に

出
雲
市
駅
周
辺
で
あ
い
さ
つ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー

お
た
ず
ね
／
松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
○
７
７
３
２

20

電
話
で
の
相
談
は
、

◎
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　
　（
全
国
共
通
、通
話
料
無
料
）

　
　
相
談
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
８
：
30
〜
17
：
15
で
す
。

◎
メ
ー
ル（
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ‐

  

メ
ー

ル
）で
の
相
談
は
、

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

e 【小学生用のミニレター】

早朝のあいさつ活動（JR出雲市駅） 専任少年委員　左から 須佐さん、井上さん、渡部さん

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

０１２０－８４－７８６７
ヤッ ホ ー ナ  ヤ ム    ナ

電話 ８時30分～１7時月～金曜日　
土曜日は事前予約による面接相談のみ。

相談
時間

出雲市子ども・若者支援センター出雲市子ども・若者支援センター
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　二転三転ではおさまらない“どんでん返し”の連続と衝撃の結末で、多くの推理小説ファンの心をつ
かんではなさない、法月綸太郎氏。
　魅力的な作品の数々、創作活動のことなど、さまざまなお話を作者から聞く、贅沢なひとときを味わ
いませんか。

［プロフィール］１９６４年、松江市生まれ、京都大学法学部卒業。１９８８年
に『密閉教室』でデビュー。２００２年、「都市伝説パズル」で第５５回日本
推理作家協会賞短編部門を受賞。２００５年、『生首に聞いてみろ』で本格
ミステリ作家大賞小説部門を受賞。２０１３年、本格ミステリ作家クラブ第４
代会長に就任（～２０１７年）。作品は広く評価され、国内外に多数のファン
を持つ、新本格派ミステリの代表的作家。

　そもそも「働き方改革」って何？ 何のために改革するの？ 雇用する側、される側、これから就職する
人、育児や介護との両立に悩んでいる人、非正規雇用の人など、さまざまな立場の人が集まって「仕事」
をテーマに“ワールドカフェ”形式で本音トーク！！ 自分の、自社の「これからの働き方」について考え
を深める絶好の機会です。

仕事の話仕事の話

出雲中央図書館講演会出雲中央図書館講演会出雲中央図書館講演会出雲中央図書館講演会

「法月綸太郎の仕事術」「法月綸太郎の仕事術」「法月綸太郎の仕事術」「法月綸太郎の仕事術」

3月10日（土）

3月10日（土）
１４：００～１６：００（開場13：30）

出雲中央図書館 ２階 多目的室

とき

法月綸太郎 氏（ミステリ作家・評論家）

ところ

入場は無料ですが、整理券が必要です。
※整理券は、２月3日（土）から、市内各図書館で配付します。

※講演後、サイン会があります。

①ミニ講演　
　「“家庭で誇れる職場”を目指して」

入場料

100名
（託児はありません）

定員

おたずね／くすのきプラーザ（出雲市男女共同参画センター）☎22-2055

おたずね／出雲中央図書館　☎２１－６８２６

講師

日時

内容

出雲商工会館 6F大ホール
（出雲市大津町1131－1）

会場

60名定員

主催

対象

しゃべって
　　　みよう
しゃべって
　　　みよう
～ 働き方改革って何だろう？～

企業経営幹部・人事担当者・雇用されている人
学生・求職中の人・働き方について語り合いたい人

 〈先着順〉
申込締切／3月5日（月）

託児
あり

申込締切
3月１日（木）

出雲市男女共同参画まちづくりネットワーク会議
出雲市

申込 「氏名・年代・電話番号」を明記し、くすのきプラーザまでお申し込みください。
TEL: 22-2055　FAX :22-2157
E-mail：women@local.city.izumo.shimane.jp

講師：藤井 和子さん
（NPO法人CSいずも 穂なみ介護支援事業所 所長）

②ワールドカフェ
ファシリテーター：肥後 淳平さん
（（株）エブリプラン常務取締役地域政策部長）

のり づき りん   た   ろう

１０：００～１１：３０（開場９：３０）


